
 

   

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  水戸教育事務所だより     第９号 
   ～ 水戸管内で教育に携わるすべての皆様へ ～        2026 年８月 24 日 

【事後アンケートから】（省略や一部抜粋した箇所があります。ご了承ください。） 

・サキドリ校の実践例紹介が大変参考になった。それを参考に複数で考え、他班との比較検討もしたことで、

一人で考えるよりも何倍も早く、様々な日課の可能性に気付くことができた。調整授業時数制度のお話も

あり、本校に必要なことは何かを明確にして、もっと柔軟に考える必要性を感じた。職員にも伝えたい。 

・実際に時間数を計算しながら、週時程を他校の先生方と協力して考えることができたので、リアルをイメ

ージしながら柔軟な教育課程の編成について考えることができました。また、すでに 45 分授業に取り組

んでいる学校の様子や、裁量をどのように扱っていくか、どのように時数カウントに組み込むかなど、一

人で考えていると困ってしまうことについて、同じ立場の先生方が一緒にいたので、互いの悩みを話しな

がら作ることができたのは、とてもよい経験でした。 

・今回の研修を通して、子どもたちの実態や学校の特色に応じて教育活動を工夫していくことが重要である

と感じました。今後は、学校全体で共通理解を図りながら、子どもたちにとってより充実した学びにつな

がる教育活動を実践していきたいと思います。 

 

 

 

令和 8年度第 1回次世代リーダー研究協議会（研修会）を開催しました    

この研修会は、管内の小・中・義務教育学校の教務主任等を対象とし、学校課題の改善に関する研究

協議を行うことで、次世代リーダーとしての資質向上を図ることを目的として開催しました。 

グループ協議では、学力向上や特色ある学校づくり等の改善・充実に向けて、単位授業時間を柔軟に

設定した創意工夫ある週時程表を作成しながら、考えられる効果や課題について話し合いました。そ

の後、ギャラリーウォーク方式で他のグループの協議内容を共有しました。協議の中では、次期学習指

導要領実施に向け具体化が進められている「調整授業時数制度」に先行的に取り組んでいるサキドリ

研究校（ひたちなか市立外野小学校、大洗町立南中学校）や、現行学習指導要領における教育課程の工

夫を行っている学校の取組を発表していただきました。 

【グループごとに週時程を作成】      【グループ協議用紙（週時程表）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ギャラリーウォークでの共有】 

 

 

                       【助言・指導】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 助言・指導では、教務主任の魅力ややりがいに触れながら、児童生徒や学校、地域の実態に応じて教

育活動の質を高めるためのカリキュラム・マネジメントの重要性をお伝えしました。 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 


